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研　究　活　動　概　要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　相　原　良　安（鑑林工学系）

工　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（工）農業における未利用資源およびエネルギー材料の開発に関する研究一分担諜題：籾殼の伝

熟特性に関する研究一　　紗

　文部省科研。エネルギー特別研究．代表者江崎春雄（農林工学系）による課題を分担し．初年度

の報告を行った。．（研究成堺ユ）

（2）畜舎における湿度謁節に関する研究

　文部省科研。一般研究Bによって、佐原伝三、’山口智治（農林工学系）、野附巖（東京農〕＝1大。

農）とともに研究し，報告した。　（研究成果2）

（3）畜舎内の空気分布に関する研究（皿）一強制換気時の畜舎内気流分布についての模型実験

一山口智治（農林工学系），奈良誠，桜井暮十郎（農林永産省農土試）とともに研究し，報告し

た。　（研究成果3）

（4）夏季における蓄舎内温熱環境評価について　蓑輸雅好（番川大岨農），山口智治（農林工学

系）とともに研究し，報告した。　（研究成果4）

皿、主たる研究業績

1．相原良贋：籾殻の伝熟特性に関する研究Iエネルギー特別研究，農業におけるエネルギーの有

　、効利用の研究、昭和δ5年度研究成果報告書（ρ，ユO王～102）。

2．、細原良乗他：畜舎における温度調節に関する研究、文部省科研、一般研究B研究成粟報告書。

3．山口智治・相原良安他：畜舎内の空気分布に関する研究（u）一強制換気時の畜舎内気流分

　　布についての捜型実験二。昭和55年度農業施設学会講演要旨｛p，1～2）。

4．蓑輸雅好・相原良安他：夏季における蓄舎内温熟環境評価について，昭和55年度農薬施設学

　　会講演要旨（ρ，3～4）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池原謙一郎（芸痢学系）

I　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（1）調査．考察

　1．　r景」について

環境デザイン、特にランドスケープデザインの視点から，景（ランドスケーブ）の展闘一H動”

とI．静IIの景一一の問魑．なかでも「遭」を中心とした景の計画論的な課魑について
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　2．公園論

　公園の機能，特にその基本的役割をめぐる考え方およぴ計画プロセスとの関連について

　3、環境工学的考察

　戸外環境の決適性に影響力をもつものとしての環境原要素（光．水等）にかかわる環境工学的な

考察

（2）計画、デザイン等

　i．道の造形

　道（特に芦外）の造形をめぐる実験制作的デッサン。いわばr道」の抽象化，’極限化，風刺化な

どをテーマとし求もの。

　2．公園ランドスケープ計画

　道，ひろぱ、緑，水，建造物等を主体とし。モニュメンタリティを加味した公園ランドスヶニプ

計画：前橋市敷島公園（国体開催予定公園）

　3．　ノベードノ“一ク言千画　　　　　　　　　　　　　　　．、

　公園内の÷施設としての巨大テント型のバードパーク（鳥の公園）の計画：妓阜市ファミリーパ

ーク内（面積1．5ha，高さ30m）

］I’．国際活動

　国際造園家連盟（Intemati㎝a1Federation　oξLandscape　Architects＝IFLA）に加盟の（杜）

日本造園学会の工F　L　A特別会員会の委員として

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石塚自告造（応馬生物化学系）

工　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（1）対除草剤感受娃に関する植物の種特異性。

　植物種により除草剤の作用に対して感受性を異にするという現象がある。この事は農林技術上重

要なことであるが，環境化学物質の自然生態系に対する影響を考える際にも植物の種特異性を考慮す

るという点で関係を持ってくる。植物生理活佳（生長制御）を持つ除草剤の植物に幸る吸収、体内

移行，化学変化および生体代謝系に対する効果を調べ，植物の種特異性を明らかにする。ユ4C標識

のトリァジン，ジフェニー々工一テルおよびアミド化合物を用いて．植物種間の上記諸過程におけ

る差異を比較した。その間，脱アルキル化反応，加水分解反応，酸化反応を解毒反応として同定し

た。

（2）温度環境条件の変動に伴う除草剤の農業生態系中における挙動変化。．

　気温の変化に伴ってイネに薬書が生ずるという九州地方の例に準拠し、イネに特に書を与える原

因を薬剤（シメトリソ）．植物の品種．令，’その他の条件および土壌の諸面から追跡した。土壌を

粒径別に分画し、画分毎の吸着の性状を追跡した。高温性品種として印度型イネ，低温控晶麺とし

て臼本型および日×印交雑型を選び温度適応の間題をして研究した。インド型．交雑型に感受佳の

萬いものが見山され、温度上昇に伴い植物根による吸収と根より茎葉への移行が著るしく促雌され
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ることに資した（業績3）。

（4）生態史的アプローチ　生態学的，文化史的，発展段階的の3アブローチを総合した「生態史

的アプローチ」なる地域研究法を提唱した（業績5）。

（5）創造性研究　　日本創造学会大会挙行，定例研究会継続等を通じて，各発表者が自分自身の創

造的活動につき研究発表をする慣習を作るよう努めた（関連業績1）。

皿　圭たる研究業績

1、日本創造学会編．川喜田二郎他：どう生き方を変えるか、講談社．250頁（工980曲8月）

2．川喜田二郎：北上山地安家地区住民の生きる姿勢とその背景。千葉徳繭編，日本民俗風土論、

　　弘文堂．323－353（ユ98018月）．
　　　　　　　　拶
3．川喜田二郎他（共編）：環境科学研究と教育（2）．筑波大学．32．頁（ユ981．一1月〉

4。川亭田二郎（編著代表）：安家大学．筑波大学，56頁（ユ98ユ・3β）。、

5．川喜田二郎：日本の生態史的位置づけ．史璋2。歴史人類学会，26－39（ユ98い3月丈．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川．手　昭　二（社会工学系）

工　昭和55年度の研罪活動は次のように要約寺ることができる

（ユ）大規模住宅開発の影響に関する調査（茨域県の昭和54．55年度に亘る調査賀による研究であ

る）

　研究対象地域は，竜ケ崎市と守谷町であり，夫々日本宅地開発公団・住毛公団と三井不動産によ

る大開発事業が進行中である。大闘発の影響予測については，いくつかの方法がたてられているが，

その方法の検証をめざした調査である。

（2）住宅闘発事業による立体宅地の映給に関する研究（日本住宅公団による昭和54．55年度調査

費によるものである）

　宅地開発による立体換地の根拠は，土地区画整理，住毛街区整備事業．、都市再開発事業として法

的に確立したが，こ㍗らはあくまでも建築物として共有という限界をもつものである。．この研究で

は土地のもつ絶対的権利を撃造物の盤にいかに附与することができるかを追及しょうとするもので

ある。

（3）公団事業による地方都市振興のため土地区画整理事業の計画条件調査（日本地域振輿整嚇公団．

による昭和54・55年度調査費によるものである）

　採算性を前提とする公団事業によって，採算性の低い地方闘発を区画整理手法で行うための条件

として．公共団体施行のもつ性格を導入せざるを得ない。そこで両者を比較し．施行前用地貰収か

ら．清算事務に到る過程で公団と地方公共団体との事務分担のあり方等を検討したものである。

皿　執繁活動

　1）都市問魑研究55年2月号r戦后日本のニュータウン」

　2）郡市問魑研究55年3月号「戦后日本の子ユータウン」

　｛3）日本連築学会誌55年6月号「コミュニディー計画の到達点」
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村　武（地球科学系）

I　昭和55隼麗の研究活動は次のように要約することができる

（1ジ昭和55年度は夏に第24回国際地理学会議が東京で開かれ、これに関係する研究活動に主力を

注いだ。組織委昇会の総務委員長・気侯部会のコンビーナーとして1会議の連尊にあたったほか，

次の3題の研究発表をした。　　　　　　　．・

　　Urb舳ciimate　of　Tokyo　（Seωon2）
　　Short　histo1＝y　of　the　pr◎gress　in　sぬd｛es　of　air　poHution　re三ated　meteorology

　　Air　poHution　in　urban　area　in　Japan　（Comi艶ion5）

またこの会議に関係して3編の論文が印刷された。　（文献リスト・印）
　　　　　　　　　　　　　戯　　　　　　　　　　　　　　＿　　＿

（2）’ヱ0月には京都で開催されたCODATA国際会議に参加し，次の論文を発表した。

　　S・m・p・・b師・㎝d・ta・・！at・d・i・p・ll・ti・・m・t・…1・gy

（3）このほか，個人研究としては，従来からの継続で，「中り」、気候の形成要因に関する研究」を

行ないアメダスのデータを使用して，関東。東北地方の天気分布を解折し，また東京における体感

の気侯変動を調べた。

’（4）環境科学特別研究では，r環境総合診断におけるレベル手法の開発」の代表者として、研究を

推進した。

・皿　主たる研究業緩’

　1．　Heavy　rainfal　l1n　Mo㎎oon　Asia．As　ian　profile　vol．8　No．3．＊

　2．Climatologicai　studies．Rece耐TreΩds　of　Geograp～ca」Study　in　Japan　27－36・＊

　3．Recent　Studies　of　ci1matology　hl　Japan．αimatolo由ca」Notes27．54ρ。・

　4．大雨注意報・警報の発令墓準値の分布図．災書の研究｝2，60－67．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河　野　樽　忠（杜会工学系）

r、’昭和55年度の研尭活動は次のように要約することができる

（主）今年も日本地域学会の事務局構成メンバー（財務担当理事）として，年次大会I京都大会（同志

社大学において）の準備に参加し，出席してリポートすることが主たる活勤であった。n都市閉総

合交通体系と定佳環境との最適同時決定”という課魑について報告した。

　またIハーバード大学にて蝸催された、RegioΩai　Sc1e㏄e　Associ飢ion主催のThe　F1rs1Wo－

dd　RegiOna1ScienceCongTess「Jme14～25．1980）に出席して，11TheOptimalCoΩtrol

Of　ElWirOnmenピ’という論文を報告した。

（2）財団法人高速道路調査会の「遭路経済学関係専門論文鋤訳委員会」のメンバ’（委員長）とし

ての活動も本米の研究と蜜接に闘連している。

（3）1981年8月16－20日に予定されているThe7th　Pac山cRegioΩalScienceConfere1児e

（Austral1a）へのCol，fere㏄e　Tourの世話役を卵せ付か・っているので忙しい。　　　　　．
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n　主たる研究業績

1、　回環境の最適制御～公書最適制御モデル～”「地域学研究」第ユ0巻．1980年9月。

2．　同M班gina1Rate　of　Vaiuation　of　Plユb1ic　N山sance”Po担γ3of　the　RSA－Vol，46，玉98工

3．　“混雑税賦課に関する現在の争点”咄鉄道対自動軍のエネルギー消賢効率性論議’‘「高速道路

　　と自動車」、第22巻第ヱ2号．第23巻第王ユ号．ユ980年1ヱ月．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉藤一雄（農林工学系）

　I　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

　（ユ）流域文牝の成立と定住様式の変遷に関する文明生態史的研究　昭和53年度から学内プ0ジェク

　ト研究（昭和55年度まで）を継続し、55年度の総括的報告を行った。　（研究成果1）

　（2）中部地建からの委託（受託：（財）国立公園協会）による日本アルプス安房トンネル整傭に伴

　う環境アセスメソトとしての公園計画の調萱を共同で行ってその成果を報告した。一（研究成果2）

　（3）沖縄開発庁からの委託（受託：（財）海中公園センター）によ、る沖縄八重山群島の海中景観の

保全と活用の推進に関する調査を共同で行いその成果を報告し牟。　（研究成果3）

　（4）土浦市からの委託（受託：（社）日本観晃協会）による土浦遊漁対策墓本調査に，水系環境系

の研究をまとめその成粟を報告した。　（研究成果4）

　（5）茨域の風土を封・した造園手繍こついて、石毛町で創作を試みた。（研究成果5）

　皿　主たる研究業績

　1．流域文化の成立と定住様式の変遷に関する文明生態史的研究，環境科学年報3，55－64．

　　　1980．

　2．安房トンネル整備に伴う公園計画調査報告書，1981．

　3．浅海における海中景観の保全と活用の推進に関する調査報告書、1981．

、4．土浦遊漁対策基本計画調査報告書、1981．

　5．石毛町K邸庭園の設計、1981、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々波　秀　彦（社会工学系）

I　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（五）地域。都市計画

　昭和55年7月30日一同年9月2日の問，大都市魑開発計画に関する研究のため，ア！ア。ア

フリカ8ケ国を歴訪した。

　同年10月22日一29日の間．名古屋市で開催された国連人間居住センター（在ナイ0ビ）と名

古慶市の共催による「大都市圏の計画と管理に関する国際会議（国連大都市間題名古屋会議）」に

出席し，ジェネラル・コーディネーターを務めた。

　茨城県郡市計画地方審議会委員として，県下の都市計画事業の蕃議に当った。

　日本批市計画学会学術委員長として，投稿研究論文の審査一研究発表大会の遮営に当った。
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（2）国土計画及び定住計画

　前年度に引続き，横浜市及び鹿沼市を対象として，国土情報の一環としての土地利用診断技法の

開発を行なった。

　神奈川県建築部が設置した住宅懇話会のメンバーとして，同県の往宅対策に関する調査一研究を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坤
行なった倒　　　　　　　　　　　　　。

（3）環境計画

　環境庁騒青振動実態調査検討会メンバーとして，地区騒音の評価技法についての調査1研究に従

事した。

　沿遣地域の居住環境整粥に関する総合技術の開発の一環として，沿遭土地利用計画に関する研究

に従事した。（建設省総合技術闘発プロジュクト）

（4）防災計画

　科学技術庁大震火災専門部会メンバーとして，我が国の防災対策に関する墓本的な指針に関し，

提言を行なった。

　都市防火対策の一環として，防災遮断帯の設計技法の調査。研究に従事した。（建設省総合技術

開発プロジェクト）

（5）土瑚間魑

　沿遺環境周辺の土地対策に関し，英国・米国・フランスの状況につき調査した。（環境庁交通公

書対策調査室ブロジェクト）

皿　圭たる研究業績

1．　　h．Sa－zana∫ni：　Met工oPoutan　deve⊥opmeHセpはnnhlg　in　a　regiona1con－ext：innovation三n　the　scopc　of　physicaユ

　　p旦㎜n㎞g－Intemation山coΩfeエence　on　plalming山1d　nlanag巳menこof　me正エopo肚an　rcg工ons－Oct．五980

2．佐々波秀彦：日本の国土計画からみた郡市のあり方一「都市環境と人閉（斉藤平蔵・沼出真

　　編）」、一、昭和56年2月．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　野　鮭　三（生物科学系）

工　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（1）低レベル放射性廃葉物の海洋投棄のための海洋調査。ここから東南に約1000kmの海域（投葉

を予定している場所）で1978年秋から流速測定を続けている。重点を中規摸渦におく。

（2’）中規模渦についての数値実験。上記の（1）が渦の観測であり、この（2）がその数艘研究で

ある。過去2～3年の数値実験データの解析、とくにエネルギー解折に重点をおく。

（3）黒潮のエネルギー利用にっいての数値研究。新しい．南生のきくエネルギー源の一つとして黒

潮がある。そのエネルギー量の見つもり、エネルギー利用が照潮に及ぼす影響や北太平洋全域に及

ぼす影響などについての数値研究。

（4）南極底層水の生成。国際脇同研究r地球大気闘発計画」の枠の中のr幽域観測計画」での分担

研究。南趣底癌水がどのようにして南趣海で作られ，深燭に沈み、肚界じゅうにひろがってゆくか．
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そのしくみの一つを考察する。

（5）海水の大循環モデルの改良。今，世界には数個の大循環モデルがあるが，その一つがここにあ

り、上の（ユ．）（2．）（4、）の成果などをとりこみながら，逐次改訂版を作っている。現在はモデル

の一都の計算法を改良中。

（6）海の熱エネルギーの利用可能量。海のエネ、ルギーの利用をはかるとき，最も大きな期待がかけ

られるのは熱（温度差）エネルギーである。世界じゅうの海の利用可能エネルギー量を大循環モデ

ルを使って推測する。

亙　主たる研究業績

1．松山佐和固高甥健三：非同期入出力文の効用．La　mer，la，ユ84一ユ86ヨエ980

2一高野健三：人工衛星によって追跡苧れたうきの軌航La　mer，19，38－42，198王。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　橋　磐　郎（社会工学系）

I　昭和55年度の研罪活動は次のように要約することができる

（ユ）前年度に引き続き’、組合せ理の応用，とくにガロァ体を中心とした，干奮報科学への応用を研

究した邊

　第15回S　S　O　R（S㎜mer　Se㎡nor　of　O　R）にて特別講演　rガロア体とその清報科学への

応用」を発表。

（2）その他：日本オベレーションズリサ’チ学会「オペレーションズリサ…一チ」昭和55年4月

～56年3月を編葉、発刊した。

皿　主たる研究業績

1．　玉w虹o　Takahashパ凸Swi正ch㎞g　Func〔ions　Co’lstエucted　by　G汕ois　Extension　Fi副dぺ’In〔ormation＆Conばoi

　（がa㏄epヒされた．）

2．高橋磐郎r乱数発生技術への代数学の応用」．数理科学　1980年　10月号

3．高橋磐郎r最小ハミング距離法のファイル構成への応用」

　　京都大学数理解折研究所，1980年！！月，数理解析研究所講究録404　頁90～1O0

4．高橋磐郎，藤重悟「離散数学」岩波，情報科学講座（原稿および初稿完成の段階）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土肥博至（芸術学系）

I　昭和55隼度の研究盾動は次のように要約することができる

　昭和55年度においては，下記の4テーマについて研究を実施した。

（1）筑波研究学園都市の市街化に関する研究。

　社会工学系若林助教授他との共同研究で．52年度よりの継続である。その一部を科学試験研究

費によっている。成果についてはI56年7月の日本鐘築学会関栗支部研究発表会において発表予

定。

（2）新闘発市街化における都市化過程の研究。
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　54年度からの継続で，学内プロジェクト研究である。首都圏における常盤セクターを対象地域

とし、6地区を選定して開発終了時以降の都市化の度合を市街化率として捉え．これを説明する要

因を抽出しようとするものである蝿研究は途上にあり，成果の発表は未定である。

（3）茨城県南地域における混住化の研究。

　県南地域28市町村を対象に，地域に進行する混住化現象の実態を把握し。変化主体1空間形態，

空間オーダーとの関係で混住化のレベルを設定し、レベル毎に地域計画上の課題を明確化しようと

するものである。成果の一部は，56年3月の茨城公論その他に発表した。

（4）生活空間の認知。評価に関する研究。

　都市空間を対象とした，僻人の認知、評価の構造を行動との関連において解析する環境心理学的

アブ0一チ。5ユ年からの継続研究で，成巣の・一部は日本建築学会論文報告集56年8月号に掲載さ

れる。

　以上の他，茨城県未利用地のポテンシャル評価と利用計画，牛久町および桜村の商業近代化調査

牛久駅前再開発計画等の応用的研究も併行して実施した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内藤正明（応用生物化学系）

工　昭和55隼度の研究活動は次のように要約することができる

（ユ）環境関連指標の分析・体系化を試み，その成果の一一部を報告した。　（研究成果1）

（2）上記指標の内「大気広域指標」を具体的に土浦バイパス汚染評価に適用し，その計画のあり方

にコメントを加えた。なおこれは篠原正則の修士論文の中心をなす。　（研究成果2）

（3）環境評価と政策形成過程の分析を文部省特別研究により，継続実施し総合評価の方法論にっい

て検討した。　（研究成果3，4）

（4）環境モニタリングシステムのあり方について検討し，環境庁・大気監視網設計指針作成の賓料

として轍告した。　（検討会報告，56．8．完戊予定）

皿　主たる研究業績

1、内藤正明：環境システム，計洲と制御，Vol19，No．1（1980）

2．篠原正則，内藤正明：スプライソ法による大気汚染2次元分布の推定，環境情報科学、Vol．9

No　　4　（ユ980）

3．萩原良已、内藤正明：水環境のシステム解析．境境清報科学，Voi，9．No．1　（1980）

4．落合美紀子．内藤正明：大気汚染シミュレーションのための簡易モデルの提案、計洲と制御，

Vol．19，No．7　（1980）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申村以正（応用生物化学系）

工　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（1）低水地域における水利川計画への環境科学的接近に閑する研究（控世湖プoジェクト研究）舳

年度に引続き参加し，研究の推逃・総括にあたるとともに．閑迦河川とくに臼．1島川の水虹汚湖の現
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』　　　状について詳しく調査した。

　　　　　（2）水溶控高分子一金属シアン錯化合物、フェノール等生物的処理の因難な物質を含む廃水の処理

　　　　に接触グロー放電電解反応を応用することを目的として墓礎的研究を行った。文部省科学研究費一

　　　　般研究（B）を受け実施中（研究成果ユー3）。

　　　　　（3）アンモニア態窒素の生物学的硝化脱窒プロセスの基礎研究として，Mtrosom㎝鵬属細菌の高

　　　　分子電解質コンプレックスによる包括固定化と反応特佳を検討した（研究成果4）。

　　　　　（4）モデルし尿浄化槽における活性汚泥微生物に対する洗剤の影響について検討した（研究成巣5）

　　　　皿　主たる毎究業績

　　　　五・E・舳u叫S・恥ji…・月・舳a曲i・H・YokoしK・Ha「ada・LNak舳「a：’De・工a伽ionofPo一・（a・1畑i千・）i・

　　　　　　Aqueous　So1ution　by　G1ow　Disch虹ge　Elecエェo1ysis，Poiy㎜、Buu．，訓9】、173（1980）．

　　　　2．中村以正．晶部和宏．国府田悦男：日本化学会第42春季年会講演予講集I1箏工（1980）

　　　　3．張　　鍵．国府田悦乳中村以正：貝卒化学会第メ3春季年会講演予講撃r．322（ユ98ユ）一

　　　　4・国府田悦男I桝渉・藤井進・中村以正：日本化学会第4ぞ秋予干会講演予講集亙。338

　　　　　　（ユ980）

　　　　5．中村以正，細川邦雄、・国府田悦男：し泉浄化槽における活性汚泥の浄化性能に及ぼす洗浄剤の

　　　　　　影響、南水と廃水，23（印刷中）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　娯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　山　和　彦（電子。情報工学系）’

1　昭和55年度の研罪活動は次のように要約することができる

（1）環境教育の基礎的研究　文部省科学研究費補助金（科研費）による研究として、諸外国の資料

の収集、日本の現状の調査等を行・った。　（研究成巣1．2）

（2）エネルギー研究のための国際清報の収集と配布　科研費による総合研究の代表者として，諮外

国の関係情報を収集、蓄積，配布するために必嬰なンステムの在り方についての歴礎的研究・開発

とともに，試行を行った。　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　．　　　　　．　　・！

（3）珂究者情報の蓄積。検索システムの研究　和概費による総合研究の代表者としで，日本におい

て現在進行中の研究をどのようにしてとらえるかを中心に研究を行った。（研究成築3）

（4）寸脊勲処理教青のためのCAlシステムの閑発　科研費の納助により、筑波大学で嫁動中のもの

に近い磯能をもったシステムを、学外（高等学校）において利用するための予備的研究と実験とを

行った。　（研究成築4）

（5）盲人力刺州する端末装置とT　S　Sシステムの蛸発　科研費により闘発研究を行い、成茱は55

年12月にロンドソに於て開継された国際オンライン学会に出席発表した。

（6）その他分胆者として19の科研費による研究に参加。下記以外の発表論文12篇、報告3篇、

学会講演〕』．学会発表21回。

l1　主たる研究業績

1．K．NukW沽1‘！：1｛nvironmen汕じd1」c舳ioil　in」卯an．CONNECT，No，i2，p．3，ユ980．
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2．K．Nakayam昼：Mas肥ゴs　Degエee　ho映am㎞En叱oΩm帥汕Science　at　the　Univefsity　of　Tsuk1』ba．Report　of

　UNESCO　Confe正ence　on£n叱onmenta1Science　Educ州on　oεHigheエEducatioΩ一Ωstitution，1980．

3．A．Toyama，K．Nakay蝕na，A．〇三kawa：Promotion　of互nfomlation　Scien㏄Rese皿ch㎞hpω一．Info〔mation

　Processing＆M乱nagemenらVou6．No．4」5．pp一ユ19－222，工980、　　　　　　　　　　｛．

4，K．N幽ayama：An　Ovewiew　of　the　Deve1opme耐of　ComputeトAided　In鮒uctiol一．Computer　ApPuc汕ons㎞

　Japan，pp．169＿174．1980．

5，S．Miyamoto，K，Nakayωna：Some　Meこhods　of　Cit舳on　An汕ysis㎜d　Th吐Appucadon　to　Joum小or　E1ト

　v泣onmenta1／C：vu　Eng主neering．ubra工y　and　Inεormation　Science，No．ユ8，PP、ユ57－167，ユ980，

　　　　　　　　　　　綴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橋　本　道　夫（杜会医学系）

I　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

　公共の環境政策を政策科学として体系化することを富標として研究活動を進めている。

（1）環境政策論としての第一段階としての取りまとめは∵53年秋より55年度一杯にかけての総論

の部分はほぼ終った。54年度に引続き「かんきょう」の23号，25号、26号，27号，28号に発表し，

後一稿で総論部分を終えることとしている。この中で公共政策の決定過程のテーマについては，55

年7月の日本計画行政学会関東支都会の研究会において「環境基準と大気汚染防止行政における公

共政策の決定」という趨名で発表し討論を行った。54年度から準嚇研究を始めた資源，エネルギー

（2）54年度から準備研究を始めた資源，エネルギーに関連した環境政策の問魑については，講義

として順次整理するとともに，環境庁における「エネルギーと環境問魑に関する懇談会」の座長と

して，内外の資料の検討を多角的な見地から逃め、まず環境行政に対する提言をとりまとめた。資独

・エネルギー環境として史に続行叫」である。

（3）国際的な環境政策の分野にっいては，「環境保健に1系るリスクに亥材る政策的接近」という視点から

国際化学品安全プログラムの委員会に加わってWHO，1LO，UNEP及FAO関係専門家クリトプと討議を

行った。リスクアセスメノトの比較研究に着手しはじめている。又開発途上国問題については世界銀行の

委1嘱により鞠黎第5次経済開発計幽における環境関辿問魎について調査と肋言を行い蝦告沓を作成提出し

た。インドネシァについてはアサハン閉発計幽地域の農村蜘1く矛1．酬こついて鯛査団の団長として衡生工学，

地質，水文．公衆衛生専門家チームの報告沓を現地調査の結果としてとりまとめ国際脇力斗喋団か

らインドネシア政府に提ψされ実行に移されている。

（4）環境科学特別研究班活鋤としては「王榮境科学0蜥究と教育」「社会科学的手法」の班活幼に参加して

いる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤　原　薯久夫（社会医学系）

1　昭和55年度の研究活動ぱ次のように要約することができる

（ユ）「混合型食中毒の病原学的研究」腸炎ビブリオの産生する耐熱挫溶伽毒とプドウ球菌の産生する
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エンテ0トキシンの混合中毒をラットにつくり，その死亡を阻止する方法をI　Caα。，β舳メサゾ

ン、テオフィリンなどを用いて検討し，心電図上にかなり有効な成績を得た。

（2）「イソンアネート類の環境衛生学的研究」TDA，MDAの水中における分解性についてしらべ，

特に2，4－T　D　Aは難分解性であることを知った。

（3一）「コレラの予防対策に関する研究」コレラ菌の自然界における疫学的分布調査を行ない。特にK．

一ファージの意義について検討せる緒果，必ずしもこれはエルトールコレラの汚染指標とはなり得

ないことを認めた。

皿　主たる研究業績

1。藤原喜久夫他ら溝原微生物の混合汚染による病原性増強に関する研究，食晶衛生研究，30，

　　920，（ユ980）

λ　藤原喜久夫：食中毒の病因究明におヶる細菌学の今後の役割，食晶衛生学雑誌，㍗，335，

　　（ユ980）

3．・藤原喜久夫他：コレラの予防対策に関する研究、厚生省研究報告築，（1980）

4．小池和子，三沢章吾，石山八千代．麟原蕃久夫．：輝合汚染時における腸炎ビブリオあ病原性に

　　Tて（第6報）日千公衆衛生雑誌・．！7・町1（lg80う

5．田口英昭，小池和子，石山八千代、藤原喜久夫：環境汚染物質の生分解性に関する研究（第9

　　軸）日本公衆衛生雑誌，27，700，（ユ980）

6．藤原喜久夫：化学物質の安全管理（編著）、（1980）　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村上和雄（応用生物化学系）

1　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（i）鼎王酵素レニンに僕庁る研究；米国バンダビルト大学稲上教授と共同して，ヒト腎よりレニン

　　　　　　　　　q）
の完全精製を行った。レニンが腎臓で生合成される際の前躯体と患われるものを見い出し，このも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②
のを25，000倍にまで精製し，その性質の一部を明らかにした也　さらにレニンと特異的に結合する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③、、
タンバク質ρ浮在を明確にし1その性質や細胞内における局在性を謁べた。脳卒中ラッ！トの悪控期

においては，レニン活性が著しく高値を示すだけでなく，ビッグレニンが出現することを見いだし

　④
た。

（2）マイワシ内臓のプロテアーセーに関する研究：マイワシ内臓より3つのアルカリ。ブ0デアーゼ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑤⑥
と2つの酸性ブロテアーゼを純化し，その物理化学的栓質等を明らかにした。

（3）微生物あ生産する凝乳酪素に関する研究：1rpexしacteusの生産するペプスタチン非感受性駿

性フ’ロテアーゼを．キモスタチンをリガンドとするアフィニティークロマトグラフィーで精製し，

その酵素化学的池質を検討した。

（4）南極雄オキアミの食糧化に関する研究：トリプシン。イソヒビターをリガンドとするアフィニ

ティーカラムを川いた迅速精製法により，3種のアルカリ性プ0テアーゼを精製し、その酵素化学

舳1賞を1リいらかにした。．　、　　　・’　　’　　　±
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皿　主たる研究業績

五．H．Yokosawa，L．A．Ho11aday，T．王mg江mi，E，Haas　md　K．Murakami：Hummエena1正en㎞：compユete　p岨旧ca－

　tion狐d　cha』1acterization．j．BioL　Chem．255．3498－3502（1980）

2．　K．Mu〔aka∫ni，S．Takahashi　and　S，Hirose：　Ren止n　precu工so：in　hog　kid二ney：　occur工ence　and　pa工ti汕cha工acte工i一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凶
　zadon．別omed．Res．，ユ，216＿222（1980）　　　，

3，K．M岨akami，S．Ch㎞o，S．Hiエo艶1㎜d　J．H三ga㎞：　Spec応city　and　loc血舳on　oけe㎡n－b㎞山g　p互oこe㎞（s）．

　Bio㎜ed，Res．，1，476－481（王980）

4．K，Muraka畑i，F．Suzuki，N．Modta，H．Ito，K．Ok肛no亡o，S．Hiエo㏄and　T．王mga－mi：Hj虫1mo1ecu1虹．we三gh宜

　ren㎞㎞　stエoke－prone　sp◎nt劉eous旦y　hypertensiveエ眺s．　Bicchim一別ophy5．Acta，622，115－122（ユ980）

5．　K．Muraka■ni　and　M．Noda：St1』dies　on　proteina∫es　f工◎nl　the　digestive　o工召aハs　of艶」＝d江ne　I．Pud亙cation　and

　cha」＝acter虹虹ion　of’th＝ee杣k必he　pro士ej鵬ses　hom　the　py1odc　caeca．658，ユ7＿26（1981）

6．Ml．Noda　and　K．M岨akami：Studies　on　prote㎞鵡es　fエom　the　digestive　org㎜s　of　s虹d㎞e皿．pud亘cadon　and

　・h肛・・t・1直・li㎝・ftw…idpmt・㎞・…l1・mth・・t・m坤・酬・・h㎞・Biψy・・A・t・。658，27－34（1981）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　申　　啓（応用生物化学系）

I　昭和55午苧の研究活動は次のように要約することができる

（1）マッノザイセイチュウ捕捉菌による線虫の捕捉機構

　文部省科学研究費一般研究（A）および学内プ0・ジェクト特別研究の研究代表者として，研究の

推進I統括をし，学会発表および報告書を出版した（研究業績ユ～2および本書第皿章）。

（2）都市廃水（二次処理水）の林地遷元

　文部省科学研究費試験研究を受け，研究代表者辰巳の死去のあと，研究代表者として総括した研

究業績3および本書第皿章）。

（3）農産廃棄物よりバイオマス・エネルギーの生産

　農林水産省のG写P計画の1部（代表、農林工学系’山澤教授）に参加して，豚し尿よりアンモ

ニアの除去を．また学内ブ0ジェ’クト特別研究「バイオマス・エネルギー」（代表、応用生物化学系

傑藤教授）に参加してリグニンの嫌気分解について研究した（研究業績4）。

（4）メタノール脱水素酵素

　第3回国際C　r微生物学シンポジウムに招待され，8月イギリスのシェフィールド大学で発表し

た（本書第W章）。

n　主たる研究業績

1．山中　啓：マッノザイセンチュウの化学的および微生物学的制御，昭和55年度学内プロジェク

　　ト特別研究研究報告（1981）．

2。米田公生。嘩又　淳，斉木　博．椿　啓介．山中　啓・辰巳修三：マツノザイセンチュウ捕捉

　　菌ル1加oろo〃3sp．の挙動について、日本林学会年次大会（且980I4月）．

3．辰巳修三．山中　啓：郁市廃水（二次処理水）の林地遺元に1坤する試験研究。文部省科学研究
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　　費報告書（ユ981）．

4．山中啓：嫌気娃細菌によるエネルギー資源化，バイオマスから代替エネルギーおよび有用物

　　質の生産に関する研究（ユ981）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉　田　冨　勇（応用生物化学系）

I　昭秘5隼慶の研究活動は次のように要約することができる

　昭和55年度の土壌環境研究分野め研究では，環境科学特研r霞ケ浦およびその周辺域の生態系動

態に及ぼナ人間活動の影響」の一端としての研究を終了した。新たに弾境科学特研r有機物負荷に

対する土水圏の応答と衰境浄化容量」の研究に着手した。一般研究一（A）「都市生態系における環境

浄化機能に関する研究」も継続して行った。また，環境庁自然保護局，国立公園協会依頼により，

尾瀬ケ原湿原緊急保全対策調査検討委員，茨域県委託による生活系排水処理に関する研究も終了し

た。これらの研究ならびに調査活動を通して，関東ローム土壌の環境浄化機能に関する多くの知見

を得た。一方、日本各地に分布するヒ素汚染土壌におけるヒ素化合物の形態とその土壌中での挙動

に関する研究についても検討を進めており，．本年度はとくに宮城県気仙沼における水田のヒ素被書

に関して詳しい資料調査を行った。予傭的実験と’して，ヒ素汚染水田土壌には亜ヒ酸の生成ととも

に，モノあるいはジメチルヒ素．さらには気化性のアルシンなど，有機態ヒ素の生成がみられるこ

とを予測してこれら有機態ヒ素の定性的，定量的生成についての分析手法の検討を行った。

　オーストラりア国立クィーンスランド大学微生物学部教授L　Cマックレー樽士を研究室客員研究

員として迎え．6ケ月間土壌環境における農薬の微生物分解などに関する共同研究を行った。

　さらに．今後の国内外における省資源，省エネルギー時代に対応した食糧．環境間題の一還とし

て，生物的空中窒素固定の研究も行った。フィリッピン．アメリカとの国際共同を行い成累をあげ

ることができた。オーストラリア国立大学における国際生物窒素固定シソポジウムに出席し，研究

発表ならびに講演を行った。国内では，弘前大学における藪由セミナーにおいて生物窒素固定の講

演を行い，学内プロジェクト「食糧賢源確保のための技術鯛発による基礎的研究」の分担研究とし

て，水稲根圏における空中窒素固定に関すイ研究を終了した。

皿　主たる研究業績

1．　丁．Yoshida㎜d　T．Yoney汕na：　AtInosphe工ic　d㎞it工ogen　O以虹旦on㎞〔he灯ooded　rice王hヒosphefe　as　de亡eト

　　m㎞ed　by〔he　N－15iso［ope　technique．、Sou　Sc…．P1ant　Nutエ．，26（4），551＿559（1980）

2．森　久之、藤井國博、吉田冨男：下水汚泥の土壌遠元による汚泥成分の分解、日本土壌肥料学

　　雑誌．51（6）．435－440（ヱ980）

3．吉田冨男’：富然状態の湖沼底泥表層の採取と脱窒活性の測定、日本土壌肥料学雑誌，5I（6）

　　5ユ7～519　　（ユ980）

4．吉田冨男；湛水土壌の脱窒作用による亜酸化窒素築積に及ぼすアセチレンガスの影響，日本土

　　壌肥料学雑誌，51（6），一509～513、（1980）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糸賀．黎（艘林学系）

I　昭和55年度の研究活動は次のように要約す亭ことができる

（玉）学内プロジュクト疏域文化の成立と定住様式の変遷に関する文明生態史的研究一北上プロ

ジェクト」の3年目に当り，富力活性化を図りつつある岩手県松尾・沢内・田野畑。安家等の山村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　坤．
の比較研究を行い，歴史的ストック，清報．，環境条件等につ、いて考察した。松尾村においては，前

年度の研究に引続き、今年度は修士論文を作成した馬場の指導を行い，農業を墓盤とし，国立公園

八幡平をひかえ観光に特化しつつある畑及び金沢集落の研究を行った。

（2）科研費r生態系杷握と住民参画に基く山岳諸地域の活性化に関する研究一安家ブ0ジェクト」

に参加し，修士論文を作威した市石の指導を行い、閉鎖型山村社会である安家において，国有林の

拡大造林生産という近代化が，山村住民の伝統的な価値感やエコ0ジカルな生活生業バターンにど

のようなインパクを与えつつあるかを、住民参画方式の研究体制（安家大学）を適して研究した。

（3）環境庁委託研究r国立公園利用動態調査」の最終年4年目に当り，白山国立公園を対象として，．

山頂やスーパー林遺沿線の公園利用者の動態・志向や，高山植生を中心とする富然環境の改変破壊

状況を調査し，自然環境管理方策について提言した。さらに過去4年間調査した国立公園ユ5地区の

総括的まとめを行い「国立公園適正利用の視点と評価の謀魑」について報告した。

亙．主たる研究業績

且．川喜凪二郎他：生態系把握と生民参画に基く山岳諾地域の、活性化に関する比較研究一安家に

　　おける土地利用の姿一昭和55年度安家プロジェクト研究ノートユ．198工．8）

2．糸賀　黎他：奥羽山脈中央部奥地開発の基本構想一奥地開発遺路協会．且980．5）

3．糸貿　黎：白山地域国立公園利用動態一昭和56年国立公園利用動態等調査報告書p261～

　　42ヱ．（環境庁・国立公園協会ユ981）．

4．糸賀　黎：国立公園適正利用の鋭点と評価の諜趣一一国立公園利崩勤態等調査報告書総括繍

　　p205～228（環境庁・国立公園協会198！）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及　川　武　久（生物科学系）

I　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる　　　　　　　　　　’

（1）平地アカマツ林の熱収支。水収支特性

　新治村のアカマツ林において1熱収支法を用いて，アカマツ林の熱収草特性の季節変化，日変化

特性を継続的に荻促した。今年度は特にマイコンの導人により、自鋤計測化とデータ処理の迅速化

を言十ることに成功した。

（2）平地アカマツ林のC○。の鋤態

　同上のアカマッ林において、CO。濃度の季節変化．日変化特性の汝1淀を行なった。そして，C02

の動態と各極気象要因との関係を解折した。

（3）植物間の相互作州の鱗析

　農技研の固場を借用して、ヒマワリ個体排を育て，その生長解折を行なった。そしてヒマワリの
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光条件と水条件の相反性を植物の生理。生態学的な観点から解析した。

（4）自然面の放射特性の相互比較

　アカマツ林面、湖面（霞ケ浦），芝生面という3つの目然面の放射特性の相互比較を行なった。そ

の結果．芝生面に対してアカマツ林面と湖面とが．全放射に対する純放射の比が著しく高いことを

見い出した。そしてこの現象の生起する原因を微気象学的な面力・ら解折した。

皿　主たる研究業綾

1．大櫛政行。及川武久。森川　靖；平地アカマツ林の熱収支。水収支特性について。「霞ケ浦とそ

　　の周辺の生態系動態」ユ5～35（1981）

　　　　　　　　拶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　掛　谷　　誠（歴史人類学系）

工　昭和55年度の研究落動は次のように要約することができる

　文部省科学研究費によるゼ熱帯アフリカにおける比較生態人類学的研究3（代表者：伊谷純一郎

京大助教授）に参加して，昭和55年7月12日～ユ2月23日の約半年間．ザイールおよびタンザニ

アで人類学的調査に従事した。

（1）ナン稚！ザイール）のア繍査1今回はじ虹調査対象とした部族である』地林帯で・焼

畑農耕を基礎としつつ積極的に環境闘発に挑む人々であり、その生活を支える生計活動，エスノメ

ディスソの現況について予傭調査を行なった。

（2）トングウェ族（タンザニア）調査；1971年以来研究対象としている，ウッドランド（乾燥疎

闘林）に住む焼畑農耕民の調査である。今回は，意味の世界から彼らのエコ0ジー。ヱスノサイエ

ンス・コスそoジーに肉迫することを意図して、主にエスノメディスンと各種儀礼のインテンシプ

な調査を行なった。　（研究成果1～3）。

　昨年度から続いて，通称北上プロジェクトに参加．し，大学院生3人とともに岩手県遠野市の調査

を行なった。

　また，昭和56年1月から，科学樽覧会協会g依棚により発足したギ常総地域における．地域特挫

把握」研究に参加し，統合的研究の可能性を探った。

亘　主たる研究業績

1．掛谷　誠：呪医の世界一トングウェ族の伝統医術，月刊百科，No．209．22－27，（ユ980）

2．掛谷　誠：トングウェ族呪医の昇位鑑利、について，第20回日本民族学会研究大会抄録．73～

　　74，　　（ユ981）．

3．、掛谷　誠：トソグウェ族におけるゾウの悪霊払い儀礼（ブジェゲ）について，第18回日本ア

　　フリカ学会研究発表要旨，32，（1981）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒　」l1　光（社会工学系）

1　昭和55年度の研究活動は次のように要約することが出果る。

（1）交逝需要予掘11の簡略化　昭和54年度から実施してきた工業団地の交通発生原単位について土
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浦神立工業団地において実態調査を行ない貨物軍，通勤交遜の特性を把握した。昭和δ6年艇も継

続する予定．

（2）非集計型交通モデルの開発　国鉄中央線と中央富動軍道利用者の分担関係について0ジットモ

デルを適用し，中央自動車遺全線開揮の国鉄利用者への影響分折及び国鉄の対策効果の分析を行な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4った。

（3）筑波研究学園都市の定住過程昭和54年度まで行なってきた筑波環境プロジェクトのレヴズ，

大井松田、鹿島臨港開発における定住化の調査をレヴユーし，総括を行なった。

（4）土木計画における目標設定と評価　これについては，都市交通計画のケースを取り上げ，目標

設定におけるプ0セス論について都市圏比較を行なった。

（5）昭和55年7月29日～8月6日，ユ2月7日～16日，昭和56年3月31日～4月9日の3回に

わたり，、マレーシア，ジョージタウン，バタワース都市圏の都市交通計画立案作等のためマレーシ

アに出張、政府機関，大学等の人々と会議を行ない，向時に研究資料を収集した。

皿　主たる研究業績

1．黒川　洗他：筑波研究学園都市における研究者とその配偶者め生活行動に関する基礎的考察、

　　手その2）昭和g5年度学術研究発表会論文準（第ユ5号）‘’日本都市計画学会。1980，！1月

2、月本能率協会：中央富動箪道完通による中央本線旅客輸送への影響と対策に関する調査研究轍

　　告書　1981年3月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新　藤　静　夫（地球科学系）

I　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（1）文部省科学研究一般（A）「山地崩壊に伴う土砂流出の機作と厳境保全に関する山岳地域生態的

研秦」の分担者として標蝉の研究を大井川上流域を例として行なった。成巣は科研鞭告及び第88年

日奉地質学会で公表された。

　（2）一丘陵地斜面の改変による流山機構の変化の追跡を川崎而柿生付近の実験地で過去3年閉続けて

いる。55年度からは文都省科学研究一般（B）「丘陵地の流出特栓に関する研究」の分担者として傾

・斜地の地下水の挙動に焦点を合せ，東京農工大学の実験地での観測も行なっている。

　（3）大型降雨実験装置を用いた崩壊実験を国立防災科学技術センターと脇同して遮めた。筆者はそ

のうち傾斜地での飽和帯の形成機構を分担した。成果は同センターの研究搬告に公表された。

　（4）筥古島の地下水についてトヨタ財団の研究助成金をいただき予察的調査を行なった。テーマは

「宮古島の地下水についての水文地質学的研究．並に地下水開発による環境影響評価一特に地下

ダム1とよる水利用を中心として一」である。56年、57年に本格調査が進められる。

皿　主たる研究業績

1．新藤静夫他；滑面を有する斜面の崩壊実験．国立防災科学技術センタ’研究報告、No．24，

　　王ヱユ　ー　且24　　（1980）

2．佐藤　正、新藤静夫他：筑波地区における深憎地質及び深脳地下水の地球科学的研究（その2）．
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　　筑波の環境研究No．5，1－8（1980）

3．　S．Sh㎞do：　G∫ou皿dwa〔erえn　voic独1ic　i∫hnds　3．Hachijo－jima．Ann，Rep，，hst．Geosci．，U瓜iv．丁舳kuba，

　　No．6，29一＿32（1980）．

41新藤静夫：武蔵野台地における深層地下水の動態．地学雑誌。Vo189，No．6（840），336－

　　347　　（ユ98王）．

5．　S．Sh㎞do㎜d　Y．Taguchi：Water　Reso岨㏄s　oεthe　Yemenκab　Rep眺此一町d工ogeo1ogy一．Sci．Rep，，

　　Ins盲．Gεosci．，Univ．Tsukuba，S』c．遭，V．2177－100（198ユ）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高　橋　正　征（生物科学系）
　　　　　　　　紗
　　I　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（1）湖や海洋において特殊ブランクトンの優占化と大量増麟竿を解㍗丈る叫ζ・叩を調査一

　対象水域として，「水の華」の研究を行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　〈

　　（2）水域において環境変動がおこった際の藻類群集g順応機構の解明を目指レて，伊豆大島周辺に

　発生する局地性湧昇セ研究を行なった。

　　（3）カナダにおいて沿岸海域における有機物の生産と循環に関ずる研究（本警第VI章）。’

葦山　（4）米国において亜熱帯水域における微生物による太陽エネルギー利用機構に関する研究（本書第

　　　VI章）。

　　（5）発表学術論文10編．口頭発表論文ユ9編（内4編は国際学会にて発表）。

　皿　圭たる研究業績

　　工．M．T・k出・hi舳1．：Upw・肚1gP1・m・・㎞S・g㎝iB・y・・d・dj・㏄耐w・t・m・㎝dth・伽i・1㎜d・，J・p㎝．

　　　1．oceaハogr．Soc．Japa－n36，209－216（1980）

　．2．N－Fukαawa　et杣．：　A　mechamism　of肥d－tide㎞nτiadon．L　Growこh正虹e　esti舳ate　by　DCMp－inducedΩuo一

　　　エescence　incエease．Mar．Ecol．Pr◎g．Ser．3，217－222（1980）

　　3．S．！chimu蜘et　aL：A　co㎜p出son　orf◎ur　me士hods　fo正㎞互egエating14C叩rimary　p〔oductMtγ・measureme虹s

　　　P・工岬it・組j．。…mg工．S・・．J・岬，36，259－262（1980）

　　令　M．Tak旦hashi　et　a且一：Mu五ti一王eg肥ss亘on…㎜出ys1s　of〃fぴ06γ∫眺bloom　with　v虹ious　en叱onmenωp肛ameters

　　　㎞lm　eutrophic　Lake　Kasumiga虹a，Jap圭m・V凱h．h二emat．Veエe㎞．Limn〇三．21，627－631（1980）

　　5．H，Miya三担nd　M．Tak出裂shi：　Phytop！ankto“pgpuiadon　dyna－mics㎞ol』tdoo［microc◎sms　under　various

　　　nutエie杣supp主y．Ve｛．1nセemat．Vere㎞、L㎞mbL21，250－255（1980）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　谷　村　秀　彦（社会工学系）

I　昭和55隼度の研究活動は次のように要約することができる

（1）地域施設の規襖1配置計画に関する研究

社会工学類に整備されつつある地域空閉シミュレーターを用いて，グラフィックサポートシステ
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ムによる都市施設計函の研究を継続して実施した。53－54年度において文部省科学研究蜘1j助金

を受けた「地域公共施設計画のための情報管理に関する研究」の成果として，「地域施設の最小移鋤

距離配置計画」と題する報告書をまとめた。

（2）地域医療施設に関する研究

　地域の実状に応じた地域医療施設計画の方法論を展開するために，文部省科学研究費補助金「医

療施設の地域計画のための施設需要予測と医療圏一施設構成のあり方に関する研究」（主査芸術学系

栗原嘉一郎教授）に参加し，特に茨城県・広島県における患者調査データの解折を行なった。

（3）地域住民の生活行動に関する研究

　筑波環境研究の継続として，文部省科学研究費補助金「筑波研究学園都市における定住過程に関

する研究」（主査社会工掌系小島重次教授）に参加し，研究学園都市6ケ町村内の全小学校の5．6

年児董の保護者を対象として施設利用行動。施設環境評価に関する調査を行ならた。

亙　主たる研究業績

1・谷村秀彦：地域施設の最小移動距薯1配置計甲1＾日李建琴学会論文報告集・1・・1年・月・

　　第3σ5号．

2．’谷村秀彦：距離によ6利用率減衰関数の一般的解釈、二日本建築学会大会学術講演梗概集，ユ980

　．・年9月．

3．谷村秀彦他：建築図学，理工学社，1980年4月．

4．谷村秀彦他：筑波研究学園都市における研究者とその配偶者の生活行動に関する基礎的考察

　（その2）、日本都市計画学会学術研究発表会諭文集，1980年1！月．

s．谷村秀彦他：茨城県における地域医療計画策定のための受療圏の把握，日本建築学会大会学術

　　講演梗概集、1980年9月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手　塚　骸　裕　　（化学系）

I　昭和55年慶の研究活動は次のように要約することができる

（1）水酸ラジカルの無水・無触媒条件下での新しい発生試剤であるアゾヒドロペルオキシドを最

近，化学研究科成田が開発した（手塚、成田、J　A　C　S，101，74工7）が，これをさらに発

展させ，また応用面での研究を行い1化学会にて発表した。

（2）分子軌道理論にもとずく光反応配向予測法の確立に関する研究を行った。以前に提出した△

G　r，sとは別に今回新たにsudden　po1arizationの概念にもとずき．新しい反応予汲1」モデルを提出

した。これは本学菊池，アメリカのHOukのグループと共同で研究をす＼めたものであり．国際誌

に発表。

（3）本学環境科学研究科学生との研究は次の如し。岩城征昭とは上記水駿ラジカルと発癌関係の

仕事を行い，岡野明とは学内ブロジェクト（代表，手塚）の続きを行い，新たにBauere11o1をアワ

ダチ草中に確認構造決定を行った。高田弘子はフェノールの酸化反応，また野村宏は化学系長嶋研

にて光音響分光分析の研究を行った。
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皿　主たる研究業績

　ユ．手塚，菊池，H　eterocyc　l　es，12，ユ7！7－1724，　（ユ980）

　2．手塚，菊池，Ho此，Paddon－Row，柵11iams，RoΩdan，S㎜tiago、．Gando岨，光

　化学討論会要旨集，P74（王980）　（J，A肌　Chem，Soc．印刷中）

　3．手塚，成田，安藤、第6回基礎有機化学連合討論会予稿璃I），　P32－34（1980）

（J．Am，Chem．S0G印刷中）

一4．手塚、岩城，日本化学会第43蕃季年会予稿集皿，Pユユ88（198！）

　5、手塚、岡野　日本化学会第42秋季年会予稿集II　P344（1980）

　　　　　　　　麿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤井鴉一（生物科学系）

王　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（ユ）実験生態系における複雑性と安定性の関係。

　　　豆一豆象虫一寄生蜂でなる実験生態系において，2種の豆，5種の豆象虫，およぴそれらに

寄生す1る・4種の寄生鋒を用いて，’複雑性の異った各種の実験生態系を作り，、系の複雑性と安定桂の

関係の存在の有無，又存在した場合のその様ヰについて，一方で，系動態を経時的に調査し，他方

で系の構成要素を分折的に解明する事によって，複雑性一安定性の関係を明らかにしようにする研

究である。

（2）r一選択，K一選択理論の見直し。

　　　生態学の現在の論点の一つである上記理論について．筑波地区で採集可能な小豆象虫を用い

て，実験的に検証しようとする研究。この研究は，生物が新しい環境に遭遇した時．いかに対処し，

適応していくかという問題についての墓礎的研究である。

n　主たる研究業琴

1．藤井宏一：モデル実験生態系における多様性と安定性について。数理解折研講究録，385：

　　97－115（五980）・
2．　K・Fuj口；　Divζ凶ty一∬ab山ty　re畑仁ioΩ∫hiρs　bl　the1abor〃ory　exp釘㎞len〔山5ys江e椰s，　XVI互“em．Con9．

　　Emom．（Kyoto），120（1980）

3－　K，Fujii　and　M．Sh㎞ada：　Process　of　domestic砒ion　vs．the　concep〔or　r　and　K　se1ection．XVI　I舳em．

　　Cong．En匡om．（Kyoτo），304（1980）

4．小林収．、藤井宏一：モノシロチョウとアオムシコマユバチでなる寄主一寄生蜂系における嵜

　　生数と寄主の大きさの関係。第27回日本生態学会講演要旨1⊥07（．ユ980）

前　田　　　修　　（生物科学系）

特記事項なし。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安　田　八十五　（杜会工学系）

1　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（1）現代杜会におけるコミュニケーションに関する基礎的調査研究（略称；コミュニケーション
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Pγい研究）。昭和54年度から開始したコミュニケーションPγj．の2年目の活醐である。

（出版物は下記のとおり。以下同様）

　1－1　日本人のコミュニケーション行動に関する調査研究，昭和55年3月，日本電々公祉。

（2）都市・地域経営システム（都市由地域経営Pτj）。郵市・地域経営に関する理論的研究及び入

門書（有斐閣）の執筆の準備を行なった。　　　　　　　　．　　　　　　坤・

　2－1　A　Mode丑of　Socia1Dissatisfac仁ion　FmctioΩ㎜d工ts　App1ic或ioΩto　Regiona1

　　　　Indicators，Aug㎎t！98q　社工系　disc鵬si㎝pa脾r晦38

　2－2　書評；多目標問題解決の理論と実例，昭和56年2月，オペレーションズ。リサーチ。

　2－3　団地経営の方策に関する基礎的調査、昭和56年3月，宅地開発公団。
　　　　　　　　　　　　鍾（3）政策決定過程への市民参加システム（みなと市民参加片j）。横浜都市間題研究会という市民

研究団体．の代表としての活動。

　3－1　政策決定過程への市民参加システムー横浜での実験，昭和55年7月、日本計画行政学

　　　　会。

（4）環境保全の費用負担に関する研究（新環境経済Pγj．）

　4－！　流域下水道事業の費用負担に関する研究，昭和5δ隼8月，地域学研究第10巻。

　4一’2　An　Eq山tab1e　Cost　A11oc　aこion　of　Cooperation　Se　we　rage　Sシstem　as　Re虫ona1

　　　　Pub1ic　Goods，Apri1，198ユ杜工系D．P．Nαユ09

（5）防災システムの研究開発（防災Pγj．）

　5一ユ　地区防災システムに関する調査研究，昭和55年3月，国際科学振輿財団。

　5－2　地区防災問題へのゲーミソグ・シミュレーションアブローチ，昭和55年10月、O．

　　　　R学会。

　5－3　地区防災情報システムに関する研究，昭和55年8月，FκSNEWS。

　　　　　その他。

　（6）エネルギー開発と環境保全とのコソフリクト（エネルギー問魑Pγj．）を闘始した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　著　林　時　郎（杜会工学系）

I　昭和55隼度の研究活動は次のように要約することができる

（且）昭和55年度学内ブoジェクト研究「新開発地域の都市形成過程に関する研究」　（代表者，

土肥博至芸術学系教授）として牛久町栄地区，取手市戸頭地区の民有地市街化調査を行った。

（2）昭和55～56年度科研費による「筑波研究学園都市における定住過程に関する研究」　（

代表者，小島重次杜会工学系教授）の一環として，周辺集落の実態調査を行った。

（3）財団法人新住宅普及会の助成による「筑波研究学園都市における市街化と住宅供給に関する

研究」　（圭査土肥博至芸術学系教授）の一環として，筑波における公的供給庄宅と民間供給庄毛の

実態を調査した。

（4）7月3エ日，建設省土木研究所において，「筑波研究学園都市における民有地の市街化につ

いて」講演。

（5）ユ0月！4日，毛地闘発協会主催の宅地闘発全国集会（富山市農脇会館）においてr都市と
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』　　大学の空閻的関係について」講演。

　　　n　圭たる研究業積

　　　ユ．筑波研究学園都市における民有地の市街化について，筑波の環境研究5，ユ980，4，筑

　　　　　波大学。

　　　2、民有地の市街化実態，建築雑誌1980，5．日本建築学会。

　　　3．筑波研究学園都而における民有地の市街化に関する研究その玉～5，日本建築学会関東支都

　　　　　研究報告集，1980，7．

　　　4．筑波研究学園都市における市街化と注宅供給に関する研究ユ注宅建築研究所報Nα7，ユ98ユ

　　　　　3，財団法人新住宅普及会。

　　　　　　　　　　　紗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安仁屋　政　武（地球科学系）

工　昭和55年慶の研究活動は次のように要約することができる

（1）富±川水系の早川の支流，雨畑川の下流域で崩壊地の調査を行い、空中写真判読の成果と餅

せて、発生地域の地形的特徴を考察した。

（2）雨畑川で崩壊地に関するリモート1セ．イシソグの基礎データを得るために・地上から35㎜ユ

のカメラで，マルチスベクトル写翼、赤外カラ∵専真，カラー写真を撮影した。

（3）大井川源流域の東河内で崩壌地の歯査を行い，地形。地質的特徴の把握と崩壊メカニズムの

考察を行った。

（4）第24回国際地理学会議で，雨畑川支流稲又谷の崩壊地と崩壊危険地に関する発表を行った。

I　主たる研究業績

1，　Aniya，M・㎜d　Endo．S：A　s汕dy　often出皿皿tt工ibutes　conぽibω加g　to旦㎜d∫1iding・24th　Intematio汕Geo一

　　駆星phic杣Congエess，M虹n　Session　Abstract　Vo旦．1，328＿329（1980）．

2．　A血yもM．：Aエea　Pエefere皿ce　pa工tems　ofsenior　high　schoo－students　in玉wate．Annu虹Report　of　the　Institu〔e

　　of　Geoscience㌧Univ．ofTsukubへ6，16＿21（1980）．

3．　A㎞ya，M．㎜d　Wekh，R．：蝉orphoio室ca⊥An拙yses　of　Glaciai　Vai1eys㎜ld　Es正㎞a士es　of　Sed的en二Thickness

　　onφe　V汕ey　円oor：　Victoria　Va』ユey　System，Ant肛cdca．　The　A」1t趾ctic　Record，71，、76＿95（王981）．

4．　安仁屋政武：35mm地上写真による崩壌地の判読、遠隔計測による環境情報の収葉と解折，

　　237－244（ユ981）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天　田　高　白（農林工学系）

I　昭和δ5年度の研究活動は次のように要約することができる

（1）土砂の生産と流出機構に関する研究

　　　富士川支漢雨畑川を中心に昭和53年度から国際科学振興財団助成金による調査を継続中．

56年度には研究代表者として国際科学振輿財団、建設省出版の報告蓄として分担者の協力のもと

にとりまとめた。　（成粟1）また大井川中心に文部省科学研究費（昭和54～56）による調査研

究に総括グルーブとして参加．調査継続中である。

（2）吉野川流域の地すべり、崩壊と水質に関する研究．53年度から行なってきた研究成巣たつ
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いて砂防学会で報告を行った。　（成果2）

（3）都市廃水の林地環元に関する試験研究、文部省科学研究費試験研究費（辰已。山中代表）に

より牟礼林地試験地を中心に継続研究を行なった。　（成果3）また散布工法について修論を完成さ

せた兼島の指導を行ない地下埋管工法と浄化作用に関する基礎的研究を行なった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4（4）北上下流域の沿水と流域開発過程の声態を実証的に研究し七　（成果4）

（5）弱塩水の長期カンガイが地下水レンズの機構に及ぼす影響，・文部省科学研究蛮（55～57）

鈴木光剛，多田敦とともに利根下流で研究を開始した。

I　主たる研究業績

王．天田他：雨畑川上流都崩壊機構に関する調査業務委託報告書（昭和56年3月），建設省，
　　　　　　　　　　　　戯
　　国際科学振興財団

2．天田。近藤：吉野川流域の水質と地すべり，崩壊に関する研究（昭和56年度砂防学会講演

　　概要集）　　　｝

3．都市廃水（2次処理水）の林地環元に関する試験研究（56年3月）山中啓他。

4．斉藤他：北上川とその流域社会の開発過程に関する研究報告書，5’6年3月（建設省，国際

　　科学振興財団）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大橋　力（応用生物化掌系）

I　昭和55年度．の研究活動は次のように要約することができる

（1）細胞内の自己解体による環境の目動的原状回復機構に関する研究1原生動物細胞を用いた実

験系を構築し、先に提出した自己解体オートマトンーモデルの実験的検証を試みた。

（2）微生物の生産する環境化学物質に関する研究：①麦角菌の生産するエルゴトキシン型アルヵ

ロイドの利用について検討した。②麦角菌培養系を用いた環境モデル・システムを試作した。

（3）水系制御と祭りに関する研究（伝承習俗の文化生態学的研究ブoジェクト）：①滋賀県近江

八幡早子13郷（ビワ湖ブロジェクト関連）および②愛媛県大井八蝉氏子に？いて師子度1こひき続

き調査研究を行なった。③本年度より新たにイノドネシァ。バリ島農村に研究対象を求め、実地調

査を開始した。④’’ケチャまつり川を始めとする新しい祭り創出の実験を前年に引き続き行なった。

（成果1，2）

（・4）情軸環境に闘する研究：本年度より本格的に研究を闘始した。①決的環境について清靱環境

科学的に検討し決適環境シンポジウムで発表した。　（成果3）②価値観の制御について試論

と実験を行ない、日本創造学会で発表した。　（成果4）③東洋・西洋における文化意蝉の構

造について検討し、国際価値会議で報告した（第V互章参照）。

皿　圭たる研究業績

1．ビワ湖近江八幡氏子13郷における水系制御と祭り一ビワ湖ブ0ジェクト報告（印刷中）

2．原初的祭りの応用による都市〕ミュニティーの復活一地球，22，15～17（ユ980）

3．「決適」の生態学一地球，2415～13（1981）

4．価値鋤の制御に幽する試論と実験一日本創造学会第一回研究集会論文集，P，5（ユ981）
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一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　泉　允　圏　　（社会工学系）

　　工　昭和55隼度の研究活動は次のように要約することができ・る

　　　（ユ）rわが国の行政投資の動向とその特性に関する研究」と題した学位論文（東京工業大学，工

　　学噂士，昭和55年6月）をまとめ㍍本論文は，地域開発及び都市整備と行政投資との関違を明

　　らかにしようとしたもので。皿都12章からなっている。

　　　（2）r債務負担行為の現状と間題点に関する実証分析」と題し，日本財政学会研究報告要旨虹

　　37で発表した。

　　皿　圭たる研罪薬綾

　　1．　r地方都市の計画的整備方策に関寺る調査報告書」（国土庁）．の作成に参加し亨杜会的サー

　　　　ビス分野におけ電民間活力の導入の可能控と限界について研究した。

　　2．　「計函的団地開発の推進のための方策に関する調査研究」　（日本住宅総合センター）に参加

　　　　し・計醜発とスプロール開発が酪体財政に与える影響を分析し・中間報肯苧とりまと・

　　3・　r小包郵便の効率的な経営のあり方に関する調査研究」　（郵政省）に卯わり。公営企業の経

　　　　営のあり方と需要側及び供給者（他の輸送業者も含む）側の面からその実、態を把擾し検討を加えた。

　　4、　「首都改造計画策定調査」　（国土庁）の都市構造，環境分科会専門委員として，圭として土

　　　　地及ぴ住宅に関する研究会に参加した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国府蘭　悦　男　　（応用生物化学系）

　　亙　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

　　　（王）選択的シァンイオン交換体の合成とキャラクタリゼーションに関する研究として，文部省科

　　学研究賢奨励研究Aゆ配分を受け．ヘモグロビンー高分子電解質複合体の歯製（研究成巣1）とシ

　　アンイオン交換機能の検討（研究成果．2）を行なった。

　　　（2）高分子電解質によるコ0イドの凝集機構の解明と水処理への応用を目的として，高分子凝集

　　剤のキャラクタリゼーション（研究成粟3）を行なうとともに，高分子一コロイド間の静電的相互

　　作用を検討（研究成果4）した。

　　　（3）廃水処理への放竃分解反応の応用を検討する目的で，水溶性高分子物賓の接触グロ’一放電分

　　解反応の研罪を行なった（研究成果5）。なお，本研究は，文部省科学研究費一般研究早）（代表中

　　村以正）の配分を受け，昭和56年度も継続。

　　　（4）生俸高分子物質に関する研究（研究成果6）およぴ高分子電解質複合俸を用いた固定化菌体

　　の調整に関する研究を行なった。

　　∬　圭たる研究業績

　　　1，E．Koku～fa1帰．Shimizu　aハd　L　Mkamura：Stoich1㎝let叱Fomati㎝ofPoiyion　Compiexs　b舳veen舳11㎝

　　　　C虹boxyhemoglobin｛㎜d　Po【assi肚m　Poiy（viny1a止cohol）Su三f虹e．Polym．Buli．，2，157（1980）、

　　2．E．Kokll～ta，N，Watlmabe　md　L　Naklmum：On　the　Function　of　Po1y1on　Con1p1ex　oゴM舳岬mog1o戯nω一d

　　　　Polyelectエo⊥y［郎a5Cya∫lide　Iol、£xchωτger．』．Appi．Po1ym．Sc三．、26、（ユ981）i11press．

　　　3、ε．Koku～ta；　Electrophore士ic　and　V…scomeけ三c　Pエope川es　of　Poly（dic虹boxy“c　acids）．Poユym航、21，177

　　　　（t980）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’占
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4．E二KokuMa，Y．肚ai㎜d　L　Mk㎝ura：Onこhe　S山一血kage　Fomations　orPorous　and　Nonporous　S三王ica

　Pa」＝tic1es　with　Thmethy」ammonium　GlycoユChitos汕1Iodide．M出o凧oL　Chem．，182，（1981）in　press．

5．E．Kokufuta，S．Fujii，H．Ishibashi，H．Yokoi，K．H虹a（ia吐nd　I．Nakamu＝a：Deg工三1dation　or　Poiy（acryはmide）

　in　Aqueous　Solu士ioΩby　Glow　Disch虹ge　E亘ect正o1ysis．Po1ym．遇ωL，3，173（1980）．

6．M．M虹suyama，E．Kokufu士a，T．Kusumj　and　K．頁aj＝ada：On　the　poIy（β一0しaspa血ic　acid）．Macエomolecu⊥es，

　13，196（1980）．

　　　　　　　　　　　　　妙　　　　　　　下条信弘（社会医学系）
1一昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

　（1）温度環境変化にともなうメチル水銀中毒に対するセレンの修飾作用に関する研究：昭和55

隼度学内ブロジェクト研究．支部省一般科研舳文部省r難病」班研究，厚生省「水俣病に係る調

査研究」による研究で行った。

　（2）セレニウムによる水蒸気の脳，血液への取り込み’

　（3）東京湾生厨のムラサキ員中の各種金属による海域汚染指標の作成を行い小林新の修士論文の

、指導を行った。

　（今）筑波学園都市における植物への鉛の取り込みについて：S55年度学内ブロジェクト研究を

行った。

　（5）グルタチオンペルオキシダーゼ酵素活性の水銀による影響。

皿　圭たる研究業積

1．メチル水銀中毒の修飾因子と温度環境に関する研究：S55年度水俣病に係る調査研究，日

　　本公衆衛生協会P－7R　R　P7－O（1980）。難病の発症機構に関する基礎．的研究，

　　昭和55年度，投稿中。

2．温度環境変化によるメチル水銀中毒に対するセレンの修飾因子に関する研究，’産業医学，股

　　稿中（1981年5月29日受付）。

3．　血中における水銀とセレンの相互作用に関する実験的研究，日衛誌36，473（198王）。

4．　iΩVitro．実験による正常人血液中での水銀の血　，赤血球への分布，日衛誌36，483

　　（198王）。

5，　グル多チオンペルオキシダーゼ活性に及ぼす種々の水銀化合物の影響、産業医学，22，

　　　388－389（1980）。
6一ラットの臓器及び1舷液に与える水銀蒸気とセレンの相互作用に関する研究I．産業衛生，582

　　－584　（ユ98．0）。

7．筑波研究学園都市における植物への鉛の取り込みについて，筑波の環境研究、自然編，5A

　　　！18－119（1980）。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田　願　則　雄　　（地球科学系）

工　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（1）55年度現地調査を行ったブラジル，ベネズェラ，メキシコ調査の成果とりまとめ、待に本

調査を行なったブラジル北東部における地表水の水質，塩類化の状況を分折した。　（文献ユ，2，3，5）。

（2）科研費一般剛「丘陵地の流出特性に関する研究」　（代表：高山茂美）では，’降雨一流出過程

における降雨遮断の影響解折のため水理実験センター内で各種の観測を開始した。

（3）科研費総台仏）r水文環境の地図化に関する研究」（代表：高村弘毅）では、関東地方の水文

地図作成のため降水量関係デ」夕の収集、整理，分折を行なった（地図印刷中）。

（4）学内ブロジェクトr渇水期間の空間的分布に関する統計確率論的研究」では，日本における
　　　　　　　姪
潟水継続期間の時窒間的特性を分折した。成果の一部は月本地理学会春季大会（予稿集19，ユ981）

等で発表した。

（5）環境科学研究科関係では、中禅寺湖の水温構造に対する流入河川の影響調査，出島台地の地

下水調査．（文献4）1ビワ湖プロジェクト関連の調査を行なった。

（6）■g80年8～9月東京等で開かれた第24回国際地理学会議に参加し宣水文学分野の会場

で座長を行なった。

皿　主たる研究業績

11田瀬則雄・市川正巳：ブラジ！レ北東部におげる地表水の水質と塩類化について。ハイドdロ

　　ジー、Nα10，3！－39（1980）。

2．　M．Ichikawa　and　N．Tase：Geochemist工y◎f　wate工s㎞No工曲eastem趾a2此Ann．Rep．。Inst，Geosci．，Univ．

　　Tsukuba，No．6，38＿40（ユ980）．

3。　杓．丁船e　md　M．Ichikawa：　S出izati◎Ωoτsurf＆c⑧waters㎞Noゴheastem　Brazn．ann．Rep．，Inst．Geosci．，

　　し1n1v．．Tsukuba，No．6，4レ43（ユ980）．

4．新藤静夫・田磁則雄：由島台地の地形。地質。地下水。霞ケ浦地域研究報告，3、？ト87

　　　（ユ981）

5，　N．丁肚se　and　M．Ichikawa：．Qu；山ty　and　s汕nization　of　surface　wa〔er三n　No口heast趾皿u．L愈tin　Ame〔ican

　　S軸雌s，No．2，15－35（1981）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新秦育文（社会科学系）

I　昭和55年度の研究清動は次のように婁約することができる

（工）人間環境問題研究会共同研究．「環境菅理と環境法」に参加し，r環境菅理と私権」について

の報告を行った。

（2）文部省科研費検討班臓境と杜会科学的手法」に参加したb

（3）日生財団助成研究会「エネルギーと法」に参加し，調査研究を続行中。

（4）文部省科研費研究会「災書法理論研究会」に参加し，調査研究を続行中。

（5）「日米民間環境会議」．に参加し．討論を行った。

（6）「アジァ・アメリカ環境会議」に参加し．報告。討論を行った。

（7）文部省科研費研究会r住毛金融と法制度」に参加し，調査研究を行った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一92一



亙　主たる研究業績

1．r複数の医師の責任」判例タイムズ410号6－13頁（！980，6）。

2．r公害・環境条例の生成と展開一終戦より昭和45，46年ごろまで一」（共著）環境法研

　究第13号22－54頁（ユ．980．7）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43．rカナダ連邦における水質保全制度」．季刊環境研究32号83－95頁’（ユ98ユ．ユ）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉川博也（社会工学系）

I　昭和55年慶の研究活動は次のように要約することができる

（1）環境アセスメントの社会的定着化

’環境アセスメントを技術的な側面と社会的な側面とにわけることが出来るが，とくに社会的な側

面の研究が遅れている。そこで第三者による監査による社会的なクレジタビリティの確立の方法を

提案した。

（2）エコロジカル。プ今ンニングの体系化

　エコロジカル。プランニングの体系化を試みるための一環として1昨年に続いてインドネシァg

ジャカルタ近郊のチェンカレンの住宅計画を取りあげてケース・スタディーをおこなった。

（3）沖縄県。第二次振興計画

　沖縄闘発庁，振興計画専門委員として第二次振興計画の立案にたずさわったが。主としてエコノ

メトリック。モデルの作成とそれによる予測をおこなった。

（4）社会変動の生態学的アブロニチ

　沖縄県。与那国島を臭体的なフィールドとして稲作品種台中65号と製糖工場の導入による社会

的な変動を，人間を含めた生態系におけるエコ0ジカル・ニッチエの変位として把握することを試

みた。なお，　（財）国際協カ推進協会より今迄の与那国島の成果と海外で行ったケース・スタデイ

をまとめた論文が国際協力学術撃励賞を受け七

I　圭たる研究業績

1・蝉アヤスメン／定着化へあ提言。r産業と環境」91・い・一・8

・2－　The　Sy凧hesis　of　Eco1ogic■P1刎mh－9and旦ts　ApPuc蛆io臥Jap三me㏄一Ame工ican　Envi工o11men剋Cont虹e！、ce，

　　1980．

3．二次振計への提案。「沖縄振興開発シリーズ58号」，昭和56年3月。

4．異質采化の知性構造の理解のための知識社会学序論，　（財）国際協力維進協会。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申　村　　　徹　　（叢林学系）

I　昭和55年度の調査研究は次のように要約される。

（1）崩壊地の植生

　大丼川上流域の崩壊地に回復した植生を極類組成により7つの檀生単位に区分し，それぞれの植

生単位の成立している立地条1牛との対応を検討した。また，これら植生単位の邊移段階の検討を行

い、侵入舳酬の群落から高木林に発達した二次林まで位劃寸けた。さらに，崩壊地植生に近似して

いる河床植生との対比を行い，崩壊地の立地特性一石礫土砂の移軸，日光直射による地表面泓度
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の高騰など一が明らかになった。また，大井川流域と雨畑川流域の比較検討を行った。

（2）スキー場の植生

　昭和53年度の仕事の補足調査を行ない，谷川温泉ホワイトバレースキー場の植生についてまとめ

た。ゲレンテ内の植生は，標高・地形などの自然環境条件と，森林伐採。下川りなどの人為条件と

の両面から，その成立が規定されていることが明らかになった。これを反映して4つのグループの

種群が，出現し牟り消えたりして，群落の構成を決定している様子が明らかになった。

（3）地域の植生

　銚子市の比較的自然性の高い地域において現存植生図を作製した。

亘　主たる研究業鐸

1．中村徹：崩壊地の植生I大井川流域について．日本林学会大会講演要旨集．1980．

2．中村徹；崩壊地の檀生n大井川流域と雨畑川流域の比蚊　日本生態学会大会講演要’旨集ユ980．

ユ　中村徹：谷ハ岬泉ホワイトバレ’スキ’苧g竿牛森林立地22（1）・1980・

全　中村徹：銚字市現存植生図．銚子市（株）都市環境計画研究所．工g81、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繕形’隆之（環境科学研究科）

I　昭和耶年度の研究活動は次のように要約することができる

「光合成細菌の脂胞駿取り込み酵素に関する研究」光合成細菌の低・中級脂胞酸の取り込みに関与

する酵素にっいて手がけているが，これまでの実験で、多形成を有する可溶娃の数種類のアシルー

C　o　Aシンテターゼが菌体中に誘導されることが判明した。それぞれ墓質特異佳，等電点、その他

物理化学的な性質は看干異なるようで，精製酵素について現在検討中である。また，光合成細菌は

進化的には古い細菌であり，何故より進化した形のアシルーC　o　Aシンテターゼを有するのかにっ

いても考えてゆきたいと患っている。なお、応用面では農産・畜産廃棄物処理や食品廃水の処理で，、

光合成細菌を使う試みがなされており，これらの関違で，光合成細菌の特異的な代謝能を分子レベ

ルから解明してゆくことを目的としている。

∬　主たる研究業績

i．緒形隆之，山中啓．：酪駿により誘導される肋odoク3θ〃o㈹ηω♪〃ωよバ3のaとy1｛oA

　　sy舳e1aseの分離，精製，昭和56年度日本農芸化掌会講演要旨集239（！9・8ユ）。

2．緒形隆之，山中啓：肋oゴoρ3θ〃o舳ηωρα／洲オバ3のbutyry1｛oA　s帥hetaseと注

　質．昭和56年度日本生化学会（ユ98！）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　林　　　守　　（環境科学研究科）

I　昭和55年摩の研究活動は次のように要約することができる

（1）山地斜面における温暖帯の熱映像解析、昭和54年度から文部省科学研究費「遠隔計洲によ

る環境情報の収集に関する基礎研究」　（環墳科学特別研究。研究班）に参加し，研究をまとめた。

（研究業繍工）

（2）環境科学の研究と教奮の間魑点，昭和54年度から文都省科学研究費r環境科学研究と教育」
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（環境科学特別研究。検討班）の研究事務を担当し，報告書の編集にたずさわりWの！，6の文章

化をおこなった。　（研究活動2）

（3）地域環境の総合診断評価手法，昭和54年度の文部省科学研究費「地域環境の総合診断評価

手法の確立に関する研究」　（環境科学特別研究。研究班），昭和δ5年度の文部省科学研究費r環

境総合診断におけるレベル手法の闘発」　（環境科学特別研究。理念領域班）の研究事務を担当し，

報告集の編集にあたった。　（研究活勲3）

皿　主たる研究業綾等

ユ．小林守他：山地斜面における温暖帯の熱映像解折。r環境科学」研究報告集，B9ユーR52

　　－3，「遠隔計測による環境情報の収集と解析」，246－254（工98！年3月）。
　　　　　　　　　　　　鱈
　　「環境科学」研究報告集B67－S15，r環境科掌研究と教胃！u．70－72（1980）。

　　「環境科学」研究報告集B94－R40－1，「地域環境の総合診断評価手法の閤題劇川

　　（1981年3月）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斉　木　　　博　　（環境科学研究科）

I　昭和55年度の研究活動は次のように要約すること圷できる

（｝）マックイムシ防除牢関する研究

　現在社会問題となっている松枯病の原因であるマツノザイセンチュウの躯除を天敵を用いて行な

う方法（研究成果ユ，2），天然殺線虫物質を用いて行なう方法（研究成果3）および，それらを

用いた応用技術に関する研究（研究成果4）を行なっている。

（2）環境科掌研究と教育，故辰巳教授および橋本教授が代表となっている科学研究費に関する研

究のとりまとめを行った。　（研究成果5）

（3）森林の環境調節、松林中における重金属の分布および，これらのもつ環境科学的な意味につ

いて研究を開始した。　（研究成果6）

亘　圭たる研究業績

i．　一K．Yoneda，J．Kat5umata，B．Sajki，K－Tsubakiωld　S．Tatsunli：　A　nヒmよ工odト〔mpPing～ngus　d趾ec［ed工n

　　・P㎞…p・∫仰F・パ・ε一・62I22仁229（1980）・

2，　S．T・ts・m1，K．Yoneda，J．Kalsum舳、H．S山ki，K．Ts・baki山1dK．Yam・・皿k・1An・m肌ode－1畑pPing～・g・s

　　as豊Ω汕岨山’enei；V　oごap㎞e　wi1tnema士odu．XVunter．Cong．E“、Abs〔mct　ofpape〔s，296（且980）．

3．　　H．Saiki　und　K．Yoneda；　Poss…bic　dua1工oues　oごun　aHeloP…1thic　c0Hlpound，cis－dehyd正on一…1甘ic山：ia　est釘．

　　Cカεπ！．亙c0五in　press（1981）．

4、斉木樽，米田公生，斉藤徹：線虫捕捉菌ルチ加oゐoけパspを用いたマツクイムシの防除。

　　筑波大学学内プロジェクト特別研究「マツノザイセンチュウの化学的および微生物学的制

　　御」研究報告集，85－94（1981，4月）

5．川喜田二郎，斉木博：環境科学研究と教育の問魑点。r環境科学」特別研究B83－S5！8

　　r環境科学研究と教剤2）」。17－26（1980，9月）。

6．前田修，斉木樽：ブラズマ発光分折による赤松林試料の多元素同時測定。r環境科学」特別
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研究ユ2－6「森林の環境調節」印刷中。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腎　木　崇　人　　（環墳科学研究科）

I　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（ユ）ザ住環境形成の基礎単位としてみた集落に関する研究」，居住環境計画の手法構築のため集

住環境単位としての集落（村落から都市域まで）の実態調査g報告とこれまでの研究の総括をおこ

なった。

（2）「流域文化の成立と定住様式の変遷に関する文明生態史的研究」，学内ブロジェクト3年度

目の総括として、7つのテーマで公開北上セミナーを企画しその結粟の統合をおこなうと同時に，

地元へのフィート汐バックをおこなった。’

（3）r生態系把握と住民参画に基く山岳諸地域の活蛙化に関する比較研究」。2年度自と、して昨

隼に引寺つづき。岩手県安家地区を対象に住民参画によるr安家大学」を企画し，そ？琴営ξ統括。

補助をおこなった旬

（4）「筑波研究学園都市における景観構成手法に関する調査」。学園都市縁辺部における伝統的

筑波型景観を把握し，印が学園都市域内で率用される可能性をさぐっれ

（5）　「南海諸島域における住民参画による活性花に関する比較研究」の予備調査としてベラゥ共

和国マルキヨク村の生活環境調査をおこなった。　（ユ980．7月）

皿　主たる研究業績

1．費木崇人。土方正夫他：住環境形成の基礎単位としてみた粟落の環境整備計画に関する研究。

　　（桑落研究22～27）。日本建築学会学術講演梗概集。1287～！298（ユ980．9月）

2．川喜田二劇い斉木崇人他：安家大学・額に汗して明日の安家を考える。生態系把握と庄民参

　　画に基く山岳諸地域の活性化に関する比較研究。科研費一般A，研究1－！－2（！98い3）

3．齋木崇人。土方正夫他：土浦の歴史的町並再生整備策定調査。茨城県・土浦市，65P

　　（1981・3月）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土方正夫（環境科学研究科）

王　昭和δ5年度の研究活動は次のように要約することができる

（ヱ）都市化の進展と地域社会組織構造の変容、北上ブロジェクト研究の一環として北上市を対象

に、市街地周辺地域及び純農村地域をとりあげ，上言己テーマに関する実態調査を行なった。

（2）街並整傭

土浦市旧中城，本町通商店街を対象にし、商店街再生のための諸間魑及び計函を地元から積みあ

げ，市全体の計画の中で位置づける一連の社会的意患決定過程の中で，居佳環境評価，商店街の問

題に関する調査を行なった。　（研究成果ユ）

（3）環境シミュレータの導人．環境構報の効率的処理と数値データ，図形データの相互変換を目

的とする環境シミュレータを導入し，研究科全体で利用でき名様，利用の手引を作成した。

（4）莱団意患決定に関する研究。集団意患決定問魑に対し．憎報システム論的アプ0一チによろ
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理論展闘の諸間題について検討を行なった。　（研究成粟2）

（5）南洋群島における生態系予備調査ミクロネシ了群島パラオ本島の÷ルキョークを中心に南洋

諸島における生態系に関する予備調査を行なった。

皿　主たる研究業績

ユ．土方正夫：生活環境整備のための基嘩調査、土浦の歴史的町並整傭再生策定調査報告一43

　　－49（198ユ）（社）土浦青年会議所

2．土方正夫1社会組織におけるコミュニケーションの諸間魑，日本人のコーミュニヶ一ション行

　　動に関する基礎的調査研究，58－68（ユ981．3月），国際科学振輿財団

3．土方正夫他：地区防災問題へのゲーミングシミュレーションアブローチ，秋季研究発表会ア

　　　　　　　　　　　　麿　　プストラクト集．84－85，」（ユ980－0月）（社）日本オペレーションズ・リサーチ学会

4．舜木崇人。土方正夫他：住環境形成の基礎単位としてみた集落の環境整備計画に関する研究，

　　日本建築学会大会学術講演梗概集　129ト12も2（ユ980．9月），日本建築学会。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳　　　憲L郎（環境科学研究科）

工　昭和55年度の研究活動は次のように要約することができる

（ユ）低水地域における水利用計画への環境科学的接近に関する研究（ビワ湖ブロジェクト）昨年

度に引き続き、当該ブoジュクトの事務局を担当した。研究面では，「水と生活」をキー・ワード

とする県及び市町村の行政担当者，小，中学校教員．一般住民とのブレーン。ストーミング並びに

聞き取り調査によって住民の水に対する意識のとり1まとめを行った。　（研究業績ユ及び泌章参照）

（2）環境科学の研究と教育の問魑点

　文部省科学研究費「環境科学研究と教育」　（環境科学特別研究・検討鋤の環境科学関連研究者

全国集会に参加し，ブレーン・ストーミソグ0）とりまとめを一部行なった。

皿　主たる研究業績

1．柳憲一郎他：地元でのブレーソ・ストーミング結粟について，低水地域における水利用計画

　　への環境科学的接近に関する研究，昭和54年度調査研究ノート。PP69－94（1980）

2、　「環境科学」研究報告集B67－S15、臓境科学研究と教詞ユ〕PP62－64

　　（1980）

3．柳憲一郎：環境行政における住民参加（上）一参加手法の検討を中心として一かんきょう第

　　21号，PP72－76（1980）
4．柳憲一郎：環境行政における住民参加（下）一参加手法の検討を中心として一かんきょう第

　　22号，PP1O　O－108（1980）

一97一


